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●
住
宅
侵
入
「
忍
込
み
」
に
注
意
!!

　

昨
年
末
か
ら
、
市
内
で
夜
間
の
「
忍
込

み
」
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
犯
人
は
、
一

戸
建
て
の
勝
手
口
に
あ
る
窓
の
網
戸
を
焼

き
、
無
施
錠
の
窓
を
開
け
、
家
人
が
就
寝

中
の
居
宅
内
に
侵
入
し
て
い
ま
す
。

　

就
寝
す
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き
は
、

確
実
に
自
宅
の
施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ッ
チ
ン
や
リ
ビ
ン
グ
な
ど
に
置
い
て

あ
る
財
布
や
バ
ッ
グ
な
ど
が
主
に
狙
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
品
は
分
か
り
や

す
い
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
防
犯
指
導
員
に
よ
る
住
宅
防
犯
診
断
・

防
犯
出
前
講
座
を
実
施
中
!!

　

市
で
は
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
を
防
犯
指
導
員

と
し
て
任
用
し
、
市
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
ほ
か
、
住
宅
防
犯
診
断
や
防
犯
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
あ
な
た
の
家
の
安
心
を
診
断
し
ま
す　

　
〔
住
宅
防
犯
診
断
〕

　
「
忍
込
み
」
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、

普
段
か
ら
家
の
中
の
戸
締
ま
り
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
ど
の
箇
所
が
狙
わ
れ
や
す

い
の
か
等
を
把
握
し
て
、
防
犯
対
策
を
心

掛
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
住
宅
防

犯
診
断
で
は
、
防
犯
指
導
員
が
お
宅
を
訪

問
し
、
防
犯
診
断
（
家
屋
外
周
の
み
）
を

実
施
し
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て
助
言
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
一
度
、
住
宅
防
犯
診

断
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
等
で
の
防
犯

勉
強
会
に
…
〔
防
犯
出
前
講
座
〕

　

自
治
会
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
会
議
や
、

サ
ー
ク
ル
活
動
等
で
行
う
勉
強
会
な
ど
の

テ
ー
マ
に「
防
犯
」を
選
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。防
犯
指
導
員
が
伺
い
、
基
本
的

な
防
犯
知
識
や
空
き
巣
の
手
口
な
ど
、
役

に
立
つ
防
犯
情
報
を
お
話
し
し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
役
所
交
通
防
災
課　

交
通
・
防
災
Ｇ　

内
線
１
３
８

発生
地域

刑法犯
総数

街頭
犯罪

住宅侵
入犯罪 万引き ｺﾝﾋﾞﾆ

強盗
その他
の犯罪

① 118
（△ 30）

47
（△ 15）

16
（＋ 10）

21
（△ 12）

0
（± 0）

34
（△ 13）

② 52
（△ 4）

21
（△ 1）

 6
（＋ 1）

 2
（△ 1）

0
（± 0）

23
（△ 3）

③ 26
（△ 11）

10
（△ 6）

 1
（± 0）

 2
（＋ 1）

0
（± 0）

13
（△ 6）

合計 196
（△ 45）

78
（△ 22）

23
（＋ 11）

25
（△ 12）

0
（± 0）

70
（△ 22）

街頭犯罪内訳

発生
地域

乗り物盗
路上
強盗

ひった
くり

車上
狙い自動車盗 オートバイ盗 自転車盗

① 2
（± 0）

5
（△ 7）

24
（△ 19）

0
（± 0）

1
（＋ 1）

15
（＋ 10）

② 4
（± 0）

1
（△ 2）

15
（＋ 5）

0
（± 0）

0
（△ 2）

1
（△ 2）

③ 0
（± 0）

0
（△ 3）

4
（△ 5）

0
（± 0）

0
（± 0）

6
（＋ 2）

合計 6
（± 0）

6
（△ 12）

43
（△ 19）

0
（± 0）

1
（△ 1）

22
（＋ 10）

地
域
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

●市内の犯罪発生状況（平成24年１月～３月）

●市内の犯罪発生状況　今年３月末までの犯罪発
生状況（左表）を見ると、前年と比較し、刑法犯
総数は減少していますが、住宅侵入犯罪が増加傾
向にあります。特に夜間の住宅侵入盗（忍込み）
が昨年末から多く発生しています。被害を未然に
防ぐため、防犯対策を心掛けましょう！
▶発生地域区分
①本町、松並、ひがし野、赤法花、百合ケ丘、中
央、松ケ丘、大柏、野木崎
②久保ケ丘、御所ケ丘、立沢、松前台、薬師台、緑、
板戸井、大木、大山新田
③みずき野、小山、乙子、けやき台、高野、鈴塚、美園

守谷市の交通事故発生状況（4月）　　件数10件　死者数0人　　負傷者数13人

※（　）内の数字は、前年１月～３月との比較
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平
成
24
年
度
か
ら
「
子
ど
も

手
当
制
度
」
は
「
児
童
手
当
制

度
」
へ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
手
当
の
支
給
金
額
は
、

前
制
度（
子
ど
も
手
当
）と
ほ
ぼ

同
一
で
す
が
、
６
月
か
ら
所
得

制
限
が
設
け
ら
れ
、
所
得
制
限

限
度
額
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て

は
支
給
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

受
給
に
は
、
所
得
を
調
査
す

る
た
め
の
現
況
届
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
６
月
中
旬
に
発
送
予

定
の
通
知
を
確
認
の
上
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
現
況
届
の
申
請
手
続

▼
対
象

　

平
成
24
年
６
月
１
日
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

全
て
の
方

▼
申
請
期
間

　

６
月
29
日
㈮
ま
で

▼
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
６
月
17
日
㈰
の
み
、
同
時
間

内
で
受
付

▼
注
意
事
項

・・
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
が
市
外
の
方
は
「
平

成
24
年
度
課
税
証
明
書
」
が

必
要

・・
公
務
員
の
方
は
職
場
で
申
請

・・
単
身
赴
任
等
で
監
護
し
て
い

る
児
童
と
別
居
し
て
い
る
方

は
請
求
者
の
居
住
地
で
申
請

◎「
子
ど
も
手
当
」と

　
「
児
童
手
当
」の
違
い

　

市
で
は
、
消
費
者
庁
か
ら
貸

与
さ
れ
た
機
器
を
用
い
て
、
自

家
栽
培
野
菜
な
ど
の
食
材
に
お

け
る
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。検
査
は
予
約
制

で
す
。希
望
す
る
方
は
、次
の
と

お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
対
象　

市
内
で
生
産
さ

れ
た
自
家
栽
培
野
菜
な
ど

▼
検
査
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※
１
日
３
食
材
（
検
体
）
ま
で

▼
予
約
方
法　

申
込
専
用
電
話

（
☎
48
・
７
３
６
３
）
に
電

話
し
、
申
し
込
む

※
１
回
１
食
材
（
検
体
）
の
み

▼
予
約
受
付
日
時　

月
〜
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く)

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
検
査
場
所　

給
食
セ
ン
タ
ー

内
（
大
柏
１
０
６
４-

２
）

▼
検
査
料　

無
料

▼
検
査
方
法

①
検
査
予
約
を
す
る

②
食
材
（
検
体
）
５
０
０
ｇ
程

度
を
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角

以
下
の
大
き
さ
に
し
て
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
な
ど
に
入
れ
る

③
予
約
し
た
検
査
日
の
午
後
１

時
〜
２
時
に
食
材
（
検
体
）

を
持
参
す
る

④
検
査
日
午
後
４
時
以
降
に
、

食
材
（
検
体
）
と
検
査
結
果

を
受
け
取
る

▼
検
査
機
器　

ア
ク
ロ
バ
イ
オ

㈱
製
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー

▼
検
査
対
象
放
射
性
物
質　

放

射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
１
３

　

７
（
ど
ち
ら
も
検
出
限
界
値

は
、
10
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）

児童手当（平成 24年 4月以降） 子ども手当（平成 24年 3月まで）
所得制限 あり　※６月から実施 なし

対象児童１人当たりの
支給月額 変更なし

・3歳未満の児童 一律 15,000円
・3歳以上の児童 第１子・第２子 10,000円
 第３子以降 15,000円
・中学生  10,000円

所得制限限度額以上世帯
の１人当たり支給月額 一律　5,000 円 なし

支給要件 日本国内に住所を有し、子どもを監護し、かつ生計を担う方

扶養親族等の数 所得額
０人 622万円
１人 660万円
２人 698万円
３人 736万円
４人 774万円
５人 812万円

所得制限限度額

●問合先　市役所児童福祉課　
　子育て応援Ｇ　内線153、156

●
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　

●
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　

☎☎
4545
・
２
０
９
６
（
直
通
）

・
２
０
９
６
（
直
通
）

危険物安全週間

「危険物「危険物

めざせ完封めざせ完封

ゼロ災害」ゼロ災害」

　６月３日㈰～９
日㈯は、「危険物
安全週間」です。
　事業所や各家庭
で使用する灯油・
ガソリン等の危険
物の取り扱いに
は、十分注意して
ください。
▶問合先
常総広域消防本部
予防課☎ 23-0904

家
庭
用
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

家
庭
用
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

「子ども手当」→「児童手当」へ改正「子ども手当」→「児童手当」へ改正

「児童手当」「児童手当」

現況届が必要になります現況届が必要になります



3 広報もりやおしらせ版2012.5.25

お
知
ら
せ

　

一
部
の
狭
い
区
間
に
お
い

て
、歩
道
と
車
道
を
広
げ
、安
全

性
と
利
便
性
を
高
め
ま
す
。工

事
期
間
中
は
、
渋
滞
な
ど
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
場
所　

百
合
ケ
丘
三
丁
目
地

内
（
国
道
２
９
４
号
）

お知らせ

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況

▼
工
事
開
始　

６
月
上
旬
※
完

成
は
冬
ご
ろ
に
な
る
見
込
み

▼
問
合
先　

竜
ケ
崎
工
事
事
務

所　

道
路
整
備
第
二
課　

☎
０

２
９
７
・
65
・
１
２
８
５
／
市

役
所
建
設
課　

内
線
２
５
５
〜

２
５
７

　

地
域
の
皆
さ
ん
で
、
道
路
や

公
園
等
の
ご
み
を
収
集
し
、
市

内
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

は
っ
き
り
し
な
い
天
候
の
場
合

は
、
各
町
内
会
・
地
域
で
判
断

し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
で
も
ご

み
の
収
集
は
行
い
ま
す
。

▼
収
集
方
法　

可
燃
・
不
燃
ご

み
、空
き
缶
は
指
定
ご
み
袋
に
、

使
用
済
み
乾
電
池
（
ボ
タ
ン
電

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
・
私
立
幼
稚
園
児

補
助
金
・
私
立
幼
稚
園
児

保
育
料
補
助
金
の
申
請

保
育
料
補
助
金
の
申
請

国
道
２
９
４
号

国
道
２
９
４
号

道
路
拡
幅
工
事

道
路
拡
幅
工
事

６
月
３
日
㈰

６
月
３
日
㈰

環
境
美
化
の
日

環
境
美
化
の
日

　

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況

（
平
成
23
年
10
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日
）
を
左
表
の
と

　

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
金
は
、
私
立
幼
稚
園
に
入
園

し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
市
町
村
民
税
の
所
得
割
額

（
父
母
等
の
合
算
額
が
21
万
１

２
０
０
円
以
下
の
世
帯
）
に
応

じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

私
立
幼
稚
園
児
保
育
料
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
関
係

な
く
月
額
２
０
０
０
円
で
在
園

月
数
分
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
６
月
中
に
幼
稚
園

か
ら
配
布
さ
れ
る
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
通
園
し
て

い
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
翌
年
３
月
に
口
座
振
込

で
支
給
）。

　

他
市
町
村
の
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
る
方
で
、
幼
稚
園
か
ら
申

請
書
が
届
か
な
い
方
は
、
児
童

池
や
充
電
式
電
池
を
除
く
）は
、

適
宜
袋
に
入
れ
て
収
集
す
る

※
環
境
美
化
の
日
以
外
に
自
治

会
等
で
清
掃
活
動
を
実
施
す

る
場
合
、
指
定
袋
の
配
布
と

ご
み
の
回
収
を
行
う
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
問
合
先　

市
役
所
生
活
環
境

課　

生
活
環
境
Ｇ　

内
線
１
４
４

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

市
役
所
児
童
福
祉

課　

保
育
Ｇ　

内
線
１
５
２
・

１
５
３

お
り
公
表
し
ま
す
。

　

台
帳
の
閲
覧
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
、
ま
た
、
世
論
調
査
、

統
計
調
査
、
学
術
研
究
な
ど
公

共
性
・
公
益
性
の
高
い
場
合
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
総
合
窓
口

課　

内
線
１
１
２

閲覧した
機関の名称 請求事由の概要 閲覧

年月日 閲覧の範囲

内閣府子ども・子育て
施策総合推進室
〈㈳新情報センター〉

親と子の生活意識に
関する調査 H23.10.13 松前台三・四・五丁目

学校法人中央大学
〈㈳新情報センター〉

携帯電話利用に関す
る調査 H23.10.26 立沢

内閣府大臣官房政府広
報室〈㈳中央調査社〉

自衛隊・防衛問題に
関する世論調査（付
帯調査：時事問題）

H23.12.1 ひがし野一丁目

総務省情報通信国際戦
略局〈㈱サーベイ
リサーチセンター〉

平成 23 年度通信利
用動向調査 H23.12.6

松前台三丁目、
百合ケ丘三丁目、
松ケ丘一・七丁目

日本放送協会
〈㈱サーベイリサーチ
センター〉

テレビ放送に関する
アンケート H23.12.20 けやき台四・五丁目

守谷市役所介護福祉課
ひとり暮らしの高齢
者および高齢者のみ
世帯調査

H24.3.21

H24.3.29
市内全域〜

工事場所

百合ケ丘 3

国道 294号
土塔

つく
ばエ
クス
プレ
ス

守谷駅
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お知らせ
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
市
内

の
被
災
住
宅
・
宅
地
の
復
興
を

支
援
す
る
た
め
、
被
災
住
宅
復

興
支
援
事
業
と
し
て
利
子
補
給

金
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
己
用
住
宅

の
復
旧
ま
た
は
宅
地
の
復
旧
を

行
う
た
め
に
、
金
融
機
関
等
か

ら
の
借
入
金
を
受
け
た
被
災
者

に
対
し
、
５
年
間
に
限
り
、
利

子
補
給
対
象
限
度
額
内
に
お
い

て
、
借
入
金
に
係
る
利
子
に
対

し
１
％
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方　

⑴
東
日
本
大
震
災

発
生
時
に
自
己
ま
た
は
親
族
が

所
有
し
、
自
己
ま
た
は
親
族
が

当
該
被
災
住
宅
に
居
住
し
て

い
た
方
⑵
り
災
証
明
書
を
受

け
、
一
部
損
壊
に
よ
り
住
宅
の

補
修
を
し
た
方
、
ま
た
は
、
り

災
証
明
書
が
半
壊
・
大
規
模
半

壊
で
被
災
住
宅
を
補
修
ま
た
は

取
り
壊
さ
ず
に
市
内
に
住
宅
を

新
し
く
建
設
・
購
入
し
た
方
⑶

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
金

銭
消
費
貸
借
契
約
を
独
立
行
政

法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
、
銀

行
法
第
２
条
に
定
め
る
「
銀

行
」、
協
同
組
合
組
織
金
融
機

は
、次
の
①
と
⑦
を
省
略
可
能
）

①
被
災
住
宅
に
居
住
し
て
い
た

全
て
の
方
の
住
民
票
の
写
し
②

申
請
者
と
被
災
住
宅
の
所
有
者

お
よ
び
居
住
者
と
の
親
族
関
係

が
わ
か
る
書
類
③
貸
付
利
率
が

明
記
さ
れ
た
契
約
書
の
写
し
④

償
還
表
ま
た
は
返
済
予
定
表
の

写
し
⑤
工
事
請
負
契
約
書
の
写

し
ま
た
は
売
買
契
約
書
の
写
し

（
収
入
印
紙
貼
付
の
も
の
）
⑥

り
災
証
明
書
の
写
し
⑦
市
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
証

す
る
書
類
▼
利
子
補
給
金
の
請

求
方
法　

毎
年
１
月
１
日
〜
12

月
31
日
の
間
に
支
払
っ
た
利
子

に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
翌
年

１
月
末
日
ま
で
に
「
守
谷
市
被

災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
金

請
求
書
」
に
住
宅
復
興
資
金
に

係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
、
建
設

課
の
窓
口
へ
請
求
す
る

▼
申
請･
問
合
先　

守
谷
市
役

所
建
設
課　

内
線
２
５
２
〜
２

５
４

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！　

不
法
電
波

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！　

不
法
電
波

職
業
相
談

職
業
相
談

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
03
・
６
２
３
８
・
１
９
４
５

・・
地
デ
ジ
放
送
の
受
信
相
談

☎
03
・
６
２
３
８
・
１
９
４
４

　

文
化
会
館
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
常
総
と
連
携
を
図
り
、
地
域

住
民
の
雇
用
促
進
と
就
業
の
安

定
を
図
る
た
め
、
求
人
情
報
の

提
供
・
就
職
に
関
す
る
相
談
等

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

偶
数
月
の
第
３
水
曜

日　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
※
要
予
約
▼
会
場　

文
化
会

館
相
談
室
▼
内
容　

職
業
相
談
、

求
人
情
報
の
提
供
等
（
費
用
無

料
）
▼
相
談
員　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
常
総
職
員（
職
業
指
導
官
）

▼
問
合
先　

文
化
会
館

☎
48
・
７
９
１
１

　

６
月
１
日
〜
10
日
は
、「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」
で
す
。
電
波
は
暮
ら

し
の
中
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な

も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー
ル
は

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

関
東
総
合
通
信
局

・・
不
法
無
線
局
の
混
信
・
妨
害

☎
03
・
６
２
３
８
・
１
９
３
９

従
来
ど
お
り
、
６
月
１
日
〜
７

月
10
日
が
更
新
期
間
に
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

平
成
23
年
度
３
期
分
か
ら
労
働

保
険
料
の
口
座
振
替
納
付
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
（
事
前
に
申

請
手
続
き
が
必
要
）。

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局　

労

働
保
険
徴
収
室　

☎
０
２
９
・

２
２
４
・
６
２
１
３

　

昨
年
度
は
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
特
例
措
置
と
し
て
労
働
保

険
の
年
度
更
新
期
間
が
延
長
さ

れ
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
は

関
の
優
先
出
資
に
関
す
る
法
律

第
２
条
で
定
め
る
「
協
同
組
織

金
融
機
関
」
と
金
銭
消
費
貸
借

契
約
を
し
、
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
融
資
の
実
行
を
受
け

た
方
（
消
費
者
金
融
等
か
ら
の

借
入
は
対
象
外
）
⑷
被
災
住
宅

生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方
⑸
市
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
▼
利
子
補
給

率　

補
給
金
の
対
象
と
な
る

借
入
額
の
限
度
は
次
の
と
お

り
（
上
限
は
借
入
金
に
係
る
利

率
の
１
％
）　

被
災
住
宅
の
復

興　

６
４
０
万
円
／
被
災
宅
地

の
復
興　

３
９
０
万
円
／
被
災

住
宅
の
復
興
お
よ
び
被
災
宅
地

の
復
興　

１
０
３
０
万
円
▼
交

付
期
間　

住
宅
復
興
資
金
の
借

入
れ
に
係
る
支
払
い
開
始
日
か

ら
５
年
以
内
（
無
利
子
期
間
ま

た
は
利
子
支
払
の
猶
予
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
を
含

め
て
５
年
以
内
）
▼
申
請
期
間

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
※
申

請
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き

は
、
変
更
申
請
が
必
要
▼
利
子

補
給
金
の
申
請
方
法　
「
守
谷

市
被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補

給
金
交
付
申
請
書
」
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
、
建
設
課
の
窓

口
へ
申
請
す
る
（
個
人
情
報
調

査
同
意
書
を
提
出
し
た
場
合

被
災
住
宅
復
興
支
援
事
業

被
災
住
宅
復
興
支
援
事
業

（
利
子
補
給
）

（
利
子
補
給
）

「
労
働
保
険
」

「
労
働
保
険
」

年
度
更
新
の
申
告
・
納
付

年
度
更
新
の
申
告
・
納
付

　守谷市消防団副団長の吉
よ し だ

田
和
か ず お

夫氏（本町）が、現職消防人と
しては最高の栄誉である消防庁
長官表彰を受章されました。永
年にわたり市民を災害から守る
ため、消防団活動に尽力された
功労が認められたものです。お
めでとうございます。

消防庁長官表彰消防庁長官表彰
永年勤続功労賞受章永年勤続功労賞受章
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利
用
者
負
担
の
４
分
の
１
（
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
２
分
の

１
）に
相
当
す
る
額
②
の
場
合
、

個
室
の
居
住
費
に
係
る
利
用
者

負
担
額
全
額
▽
申
請
方
法　

介

護
福
祉
課
窓
口
で
申
請
す
る

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所

介
護
福
祉
課　

介
護
保
険
Ｇ

内
線
１
７
３

▼
日
時　

６
月
10
日
㈰
午
後
２

時
〜
５
時
▼
相
談
先
電
話
番
号

０
２
９
・
８
２
３
・７
９
３
０
、

０
２
９
・
８
３
５
・
０
７
３
７

▼
相
談
内
容　

歯
医
者
に
聞
け

な
い
こ
と
、
入
れ
歯
・
子
ど
も

の
歯
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
・
矯
正
・

口
臭
・
顎が

く

関
節
症
・
歯
周
病
・

治
療
内
容
・
治
療
費
な
ど
歯
に

関
す
る
悩
み
全
般
▼
相
談
料

無
料
▼
回
答
者　

歯
科
医
師

▼
主
催
・
問
合
先　

県
保
険
医

協
会　

☎
０
２
９
・
８
２
３
・

７
９
３
０

　

期
間
中
は
相
談
時
間
を
延
長

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ

た
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方
か

ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

６
月
25
日
㈪
〜
７
月

１
日
㈰
▼
相
談
時
間　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・
日

曜
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）
▼
実
施
機
関　

水
戸
地
方

法
務
局
・
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
▼
相
談
員　

法
務
局
職

員
・
人
権
擁
護
委
員

▼
相
談
先　

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
対
象
と
な
る
治
療　

体
外
受

精
、
顕
微
授
精
（
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日
の
期
間
内

に
治
療
が
終
了
し
た
方
）
※
１

回
の
治
療
が
終
了
す
る
ご
と

に
、
速
や
か
に
申
請
す
る
（
申

請
期
限
あ
り
）
▼
対
象
者　

次

の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

⑴
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
て
、

夫
お
よ
び
妻
の
い
ず
れ
か
が
県

内
に
住
所
を
有
す
る
⑵
夫
お
よ

び
妻
の
前
年
（
１
月
〜
５
月
の

申
請
は
前
々
年
）
の
所
得
の
合

算
が
７
３
０
万
円
未
満
⑶
指
定

医
療
機
関
で
実
施
し
た
治
療
で

あ
る
▼
助
成
内
容　

１
回
の
治

療
に
つ
き
最
高
15
万
円
ま
で
／

１
年
度
目
は
年
３
回
、
２
年
度

目
以
降
は
年
２
回
を
限
度
に
、

通
算
５
年
間
／
通
算
10
回
ま
で

▼
必
要
書
類　

①
平
成
24
年
度

茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
交

付
申
請
書
②
茨
城
県
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書
③

医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
原
本

④
住
民
票
（
交
付
日
か
ら
３
か

月
以
内
／
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
続
柄
・
住
民

と
な
っ
た
日
が
わ
か
る
も
の
）

※
戸
籍
謄
本
等
が
必
要
な
場
合

お知らせ

平
成
平
成
2424
年
度
茨
城
県

年
度
茨
城
県

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

１
１
０
番
」
強
化
週
間

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

も
あ
り
⑤
夫
お
よ
び
妻
の
所
得

課
税
証
明
書
（
控
除
の
記
載
が

あ
る
も
の
）
各
１
通

▼
問
合
先　

竜
ケ
崎
保
健
所　

健
康
増
進
課　

☎
０
２
９
７
・

62
・
２
１
７
２

　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
等
は
、
６
月
30
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
更
新
す
る
方

は
、
申
請
書
（
５
月
31
日
発
送

予
定
）
が
届
き
次
第
、
速
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規

の
方
は
、
随
時
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老

人
福
祉
・
介
護
老
人
保
健
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入

所
・
入
院
ま
た
は
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
す

る
と
き
に
か
か
る
食
費
・
居
住

費（
滞
在
費
）の
負
担
が
、
申
請

す
る
こ
と
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

介
護
保
険
施
設
利
用

者
ま
た
は
利
用
予
定
が
あ
る
方

で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す

る
方　

①
生
活
保
護
受
給
者
②

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
同

じ
世
帯
の
方
全
員
が
市
町
村
民

税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
）
▽
申
請
方
法　

介
護
福
祉

課
に
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請
書
」
を
提
出
す
る

▽
認
定
結
果　

更
新
・
新
規
と

も
審
査
後
の
認
定
結
果
は
後
日

郵
送（
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、

利
用
施
設
に
提
示
す
る
こ
と
）

※
本
人
や
世
帯
の
所
得
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
認
定
で
き
な
い

た
め
、
無
収
入
（
非
課
税
年
金

受
給
者
も
含
む
）
や
未
申
告
の

方
は
、
住
民
税
申
告
を
行
う
必

要
あ
り
▽
認
定
期
間　

７
月
１

日
㈰
〜
平
成
25
年
６
月
30
日
㈰

※
随
時
申
請
の
場
合
、
申
請
月

１
日
〜
翌
６
月
30
日
（
申
請
漏

れ
の
場
合
は
、
申
請
月
１
日
か

ら
認
定
）

◎
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者

　

負
担
軽
減
確
認
証

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
提
供
す

る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
方
が
次
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
利

用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象　

①
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
で
、
収
入
（
預

金
・
資
産
）や
世
帯
の
状
況
、利

用
者
負
担
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
方
②
生
活
保
護
受
給

者
▽
軽
減
内
容　

①
の
場
合
、

介
護
保
険
施
設
利
用
料
の
負
担

介
護
保
険
施
設
利
用
料
の
負
担

限
度
額
認
定
証
等
の
更
新
申
請

限
度
額
認
定
証
等
の
更
新
申
請

お詫びと訂正
　広報もりや５月10日号の記事の一部に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。お詫びして訂正します。
○９ページ「国民年金　平成24年度の年金額（年額）」
【正】遺族基礎年金　・子のある妻が受ける場合（子が１人

のとき）　　　　 　　1,012,800円
○17ページ「MORIYAフォトニュース　一日警察署長」
【正】岡田由衣さん（黒内小学校）
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▼
日
時　

６
月
16
日
㈯
午
後
１

時
〜
３
時
30
分
（
求
職
者
受
付

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
）
※
入

退
場
自
由
▼
会
場　

県
総
合
福

祉
会
館
３
・
４
階
（
水
戸
市
千

波
町
１
９
１
８
）
▼
対
象　

福

祉
の
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る

方
▼
内
容　

就
職
相
談
・
面
談
、

求
職
登
録
・
求
人
情
報
提
供

▼
参
加
費　

無
料
※
当
日
会
場

受
付
（
事
前
申
込
不
要
）
▼
参

加
施
設
等　

48
事
業
所
（
現
在

職
員
を
募
集
中
ま
た
は
平
成
25

年
３
月
卒
業
予
定
者
を
採
用
予

定
の
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
お

よ
び
介
護
支
援
事
業
所
等
）

▼
問
合
先　

県
社
会
福
祉
協
議

会　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
・
２
４
４
・
４
５
４
４

▼
日
時　

６
月
23
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▼
場
所　

北
守

谷
公
民
館
会
議
室
３
▼
内
容

相
続
・
遺
言
・
法
人
設
立
・
営

業
許
可
・
農
地
転
用
・
帰
化
永

住
・
在
留
資
格
・
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

トラブルにあったら…
・市消費生活センター　☎45－2327
　（市役所2階経済課内）月～金曜日
　9:00 ～ 12:00　　13:00 ～ 16:00
　※土・日曜日、祝日、年末年始は除く
・消費者ホットライン
　☎0570 ー 064ー 370
　※土・日曜日、祝日の10:00 ～ 16:00は
国民生活センターを案内します

暮らしのコーナー

　「不要な着物を譲ってほしい」と知らない女性
から電話があり、少し不安に思ったが、「ちゃん
とした人を行かせる」と言うので来てもらった。
着物はざっと見ただけで、今度は「貴金属を見
せて」と言う。断ったが、「見るだけだから」とし
つこく言うので見せたところ、半ば強引に着物
５点と貴金属を宝石箱ごと６万７千円で買い取
られた。キツネにつままれたような気分で、と
ても後悔し、翌朝すぐにやめたいと業者に申し
出たが、既に手元にないと言われた。
・「電話の相手が女性だったので来訪を承諾し
たが、実際に来たのは男性だった」「部屋の
中を勝手に物色された」「断ったら『手ぶら
では帰れない』と居直られた」など、軽い
気持ちで頼んだのに、怖い思いをしたり強
引な勧誘にあったりすることがあります。
着物の買い取りを持ちかけながら、業者の
本当の目的は「貴金属」の買い取りではな
いかと疑われます。
・業者が訪問する形態でも、買い取りの場合
は、クーリング・オフができません。後か
ら「やめたい」と申し出ても、「既に処分した」
として取り戻せないことがほとんどです。

開　　催

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
１
２　

就
職
相
談
会

２
０
１
２　

就
職
相
談
会

茨
城
県
行
政
書
士
会

茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

公
開
講
座

公
開
講
座

ル
テ
リ
オ（
筑
西
市
丙
３
７
２
）

▼
対
象　

リ
ウ
マ
チ
患
者
や
家

族
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
▼
内

容　

医
療
講
演
「
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
最
新
治
療
〜
寛
解
・
治

癒
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し

て
〜
」・「
芯
（
心
）
で
変
わ
る

身
体
の
機
能
」、
療
養
相
談
、
患

者
交
流
会
な
ど
▼
参
加
費　

無

料
※
申
込
不
要
▼
後
援　

筑
西

市
ほ
か

▼
問
合
先　

公
益
社
団
法
人　

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
茨
城

支
部　

習し
ゅ
っ
た田　

☎
０
２
８
０
・

76
・
４
０
５
７　

久く

ぼ

た

保
田　

☎

０
２
９
・
２
８
５
・
８
８
４
８

地
方
法
務
局
下
妻
支
局
（
下
妻

市
下
妻
乙
１
３
０
０-

１
）▼
相

談
内
容　

土
地
の
境
界
争
い
、

夫
婦
・
親
子
な
ど
家
庭
内
の
問

題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

▼
相
談
員　

法
務
局
職
員
・
人

権
擁
護
委
員

▼
問
合
先　

水
戸
地
方
法
務
局

総
務
課　

☎
０
２
９
・
２
２
７
・

９
９
１
１

▼
日
時　

６
月
10
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
▼
会
場　

し
も

だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

ア

▼
問
合
先　

茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部　

☎
０
２
９
９
・

26
・
２
７
５
６

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、

人
権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取
り

扱
う
業
務
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

▼
日
時　

６
月
３
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
受
付
午
後
３

時
ま
で
）
▼
会
場　

①
水
戸
地

方
法
務
局
龍
ケ
崎
支
局
（
龍
ケ

崎
市
２
９
８
５
）
②
総
合
福
祉

会
館
（
土
浦
市
大
和
町
９-

２

ウ
ラ
ラ
２
ビ
ル
４
階
）
③
水
戸

法
務
総
合
相
談
所

法
務
総
合
相
談
所

突然自宅を訪れる…突然自宅を訪れる…
「着物の訪問買取」「着物の訪問買取」

後悔しても戻ってこない！後悔しても戻ってこない！

ふ
る
さ
都
市
も
り
や
朝
市

ふ
る
さ
都
市
も
り
や
朝
市

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
野

菜
や
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

家
族
や
友
達
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
※
小
雨
決
行

▼
日
時　

６
月
３
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
▼
会
場　

守
谷

駅
西
口
駅
前
広
場

▼
問
合
先　

ふ
る
さ
都
市
も
り

や
朝
市
担
当　

石
澤

０
９
０・

３
１
４
８
・
５
３
７
０
／
市
役

所
経
済
課　

商
工
・
観
光
Ｇ　

内
線
２
６
２ 開　

　

催
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最
近
の
婦
人
科
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

話
題
が
あ
り
ま
す
。
当
初
、
高

額
の
た
め
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
内
で

接
種
が
開
始
さ
れ
た
２
０
１
０

年
以
来
、
予
想
外
に
普
及
し
、

公
費
負
担
も
行
き
渡
り
、
中
学

生
の
接
種
も
増
え
、
全
国
的
に

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
と
い
う

よ
う
な
事
態
が
起
き
た
ほ
ど
で

す
。
子
宮
頸
が
ん
が
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
16
型
、
18
型

に
対
す
る
抗
体
を
作
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
を
防
ぎ
、
子
宮
頸

が
ん
の
予
防
に
役
立
て
よ
う
と

い
う
画
期
的
な
予
防
方
法
で
す

が
、
接
種
す
る
上
で
の
い
く
つ

か
の
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ワ
ク
チ
ン
は
頸
が
ん

の
原
因
全
て
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
が
で
き
る
の

は
60
〜
70
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
後
も
定
期

的
な
が
ん
検
診
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
６
年

程
度
は
抗
体
価
が
持
続
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

の
効
果
は
未
確
定
で
す
。
さ
ら

に
、
既
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
て

い
る
場
合
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
原
因
で

前
癌
病
変
に
な
っ
て
い
る
場
合

に
こ
れ
ら
を
治
癒
さ
せ
る
効
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
を

打
て
ば
子
宮
頸
が
ん
を
完
璧
に

防
げ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
が
必
要

で
す
。

　

次
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
年
齢

で
す
が
、
最
も
望
ま
し
い
の
が

11
〜
14
歳
で
、
初
回
性
交
前
に

行
う
の
が
理
想
的
で
す
。
公
費

助
成
が
こ
の
年
代
に
主
に
行
わ

れ
て
い
る
の
も
、
限
ら
れ
た
財

源
を
最
も
有
効
に
使
い
た
い
た

め
で
す
。
こ
れ
以
降
に
打
つ
の

が
無
意
味
な
わ
け
で
は
な
く
、

15
〜
45
歳
の
女
性
に
対
し
て
も

接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
に
性
交
渉
が
あ
っ
て
も
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
未
感
染
で
あ
れ
ば
、
接
種

す
る
意
味
は
あ
る
の
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
回
数
は
、
初
回
、

最
初
の
接
種
か
ら
１
か
月
後
、

６
か
月
後
の
３
回
で
す
。

　

一
般
の
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
、

過
去
に
同
じ
注
射
で
重
篤
な
副

作
用
が
あ
っ
た
方
は
打
て
ま
せ

ん
。
注
射
当
日
、
発
熱
が
あ
る

な
ど
体
調
が
悪
い
方
も
控
え
た

ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
ワ
ク

チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
の
た
ん
ぱ
く

を
基
に
作
ら
れ
、
感
染
性
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
感
染

力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
妊
娠
中

は
免
疫
力
が
低
下
し
ま
す
の

で
、
接
種
を
控
え
る
ほ
う
が
望

ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

注
射
部
位
の
発
赤
、
発
熱
、
疲

労
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
等
が
主
な

副
作
用
で
す
が
、
他
の
ワ
ク
チ

ン
と
異
な
り
、
多
く
の
方
が
注

射
部
位
の
痛
み
を
強
く
感
じ
る

よ
う
で
す
。
注
射
後
に
こ
れ
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
失
神
を
起

こ
す
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

の
で
、
注
射
後
は
30
分
ほ
ど
横

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。

▼
対
象　
「
満
３
歳
〜
６
歳（
平

成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
幼
児
」

と
そ
の
母
親
ま
た
は
父
親
※
過

去
の
受
賞
者
は
対
象
外
▼
応
募

方
法　
「
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、生
年
月
日
、郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
か
か
り
つ

け
（
ま
た
は
最
寄
り
の
）
歯
科

医
院
」
を
は
が
き
に
記
入
し
郵

送
で
、
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に

記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
す
る

▼
応
募
期
限　

６
月
22
日
㈮
必

着
▼
口
腔
診
査　

応
募
者
に
送

付
さ
れ
る
口
腔
診
査
票
等
を
持

参
し
、
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯

科
医
院
で
６
月
29
日
㈮
ま
で
に

口
腔
診
査
を
受
け
る
▼
入
賞

最
優
秀
者
１
組
、
優
秀
者
４
組

▼
表
彰　

第
21
回
茨
城
県
民
歯

科
保
健
大
会
（
11
月
11
日
㈰
県

歯
科
医
師
会
館
）
で
表
彰
予
定

▼
応
募
・
問
合
先　

茨
城
県
歯

科
医
師
会　

８
０
２
０
事
業
係

〒
３
１
０-

０
９
１
１　

水
戸

市
見
和
２-

２
９
２　

☎
０
２

９
・
２
５
２
・
２
５
６
１

　

生
活
に
彩
り
を
添
え
る
も
の

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
〜
11
月
の
原
則

第
１
・
３
火
曜
日
（
全
８
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
※
開
講

式
は
７
月
３
日
㈫
▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
▼
定
員

10
人
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
内

容　

ガ
ラ
ス
板
、ア
ク
リ
ル
板
、

鏡
な
ど
に
、カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
・

リ
ー
ド
線
（
鉛
）
を
貼
っ
て
作

品
を
つ
く
り
、
手
軽
に
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し

む
（
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
、
ク
リ

ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
、
花
瓶

な
ど
）
▼
講
師　

吉よ
し
だ田

恵め
ぐ
み

氏

▼
参
加
費　

無
料
※
材
料
代
、

道
具
代
は
自
己
負
担
（
１
回

１
５
０
０
円
程
度
）
▼
申
込
方

法　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
、
ま
た
は
窓

口
に
返
信
用
は
が
き
を
持
参
し

申
し
込
む
▼
申
込
締
切　

６
月

18
日
㈪
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

文
化
会
館

〒
３
０
２-

０
１
０
４

守
谷
市
久
保
ケ
丘
１-

19-

２

☎
48
・
７
９
１
１

取
手
市
医
師
会
健
康
教
室

取
手
市
医
師
会
健
康
教
室

子
宮
子
宮
頸頸け

い
け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン

が
ん
ワ
ク
チ
ン

平
成
平
成
2424
年
度　

親
と
子
の

年
度　

親
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

文
化
会
館
講
座

文
化
会
館
講
座

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
教
室

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
教
室

募　　集

募　
　

集

●
守
谷
市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

48
・
６
０
０
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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6
月
の
各
種
相
談

法律相談 19 日
 9：00 ～ 12：00

市役所

12日 9：00 から要予約
☎ 45-1249

行政相談 11 日
13：00 ～ 16：00 －

教育相談
（ラポールルーム）

日～金曜日
 9：00 ～ 16：30  0120-783018

若者就労支援相談 23日（第４土曜日）13：00 ～ 17：00 高野公民館 要予約 いばらき若者サポステ
☎ 029-259-6860

不登校相談
（はばたき） 

火～金曜日
 8：30 ～ 17：15 学びの里内 ☎ 45-2655

こころの
健康相談

21 日
13：30 ～ 15：30 保健センター １週間前までに要予約

☎ 48-6000

家庭児童相談 月～金曜日
 8：30 ～ 17：00

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内）☎ 45-2314

心配ごと
相　　談

14：00 ～ 16：00
•• ふくし　　 4 日
•年金・労務 11日

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

☎ 45-0088

電話相談 金曜日
10：00 ～ 15：00 ☎ 48-5555

消費生活相談 月～金曜日
 9：00 ～ 16：00

消費生活センター
（市役所内）

☎ 45-2327
12：00 ～ 13：00 は除く

生活機能相談 金曜日
10：00 ～ 17：00 市役所介護福祉課 要予約

☎ 45-1111 内線 174・175

JUNE
２
０
１
２
年
5
月
25
日
発
行　

広
報
も
り
や
お
し
ら
せ
版

環境に優しい大豆インキを使用しています。再生紙を使用しています。

6月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.m

oriya.ibaraki.jp/

発
行
者
／
守
谷
市
長　

会
田
真
一　

編
集
／
守
谷
市
役
所
総
務
部
秘
書
課

〒
３
０
２
ー
０
１
９
８　

茨
城
県
守
谷
市
大
柏
９
５
０
ー
１　

☎
０
２
９
７
・ 

45 

・
１
１
１
１
（
代
表
）

１　金　人権相談（13:00 ～ 16:00　市役所大会議室前）
２　土　高野公民館地域ふれあいまつり（・３・９・10日）
３　日　環境美化の日
　　　　ふるさ都市もりや朝市（10:00～15:00　守谷駅西口駅前広場）
４　月　もりやアヤメ祭り（～ 18日　四季の里公園）
　　　　おはなし会（15:00 ～　保健センター）
５　火　おはなし会（・8・9・20日11:00～、17日14:00～　中央図書館）
６　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　缶収集日
７　木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビン・ペット収集日
８　金　こころのリハビリ（9:30 ～ 11:30　保健センター）
　　　　家庭児童相談（10:00 ～ 12:00　南守谷児童センター）
９　土　
10日　市民グラウンドゴルフ大会（9:30 ～　常総運動公園）
11月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 15日）
12火　
13水　税務相談（13:00 ～ 16:00　市役所相談室）
　　　　認知症の方の家族の集い（13:30 ～ 15:00　市役所和室）

　　　　公民館休館日／プラ収集日／粗大ごみ戸別収集日
14 木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　紙・布類収集日
15 金　こころのリハビリ（9:30 ～ 11:30　保健センター）
16土　
17日　
18月　
19火　
20水　職業相談（9:30 ～ 11:30　文化会館）　　　　　　　缶収集日
21 木　家庭児童相談（10:00 ～ 12:00　南守谷児童センター）

ビン・ペット収集日
22 金　
23 土　
24日　
25月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 29日）
26火　おひざでだっこおはなし会（11:00 ～　中央図書館）
27水　　　　　　　　　 　　　　プラ収集日／粗大ごみ戸別収集日
28 木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　紙・布類収集日
29 金　
30 土　７月２日納期限：市・県民税（１期）、介護保険料（２期）

※
法
律
相
談
は
、
同
一
事
案
の
相
談
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん

機　関　名 電話番号 ＦＡＸ番号
市役所（代表） 45-1111
　秘書課 45-2240

45-6529　企画課 45-2309
　総務課 45-1883
　財政課 45-1795

45-2590　税務課 45-1564
　納税課
　総合窓口課 45-6525　国保年金課
　市民協働推進課 45-6526　交通防災課 45-2389
　会計課 45-1113
　経済課 45-2096 45-5703
　消費生活センター 45-2327 45-1286
　農業委員会

45-5703　学校教育課 45-2195
　生涯学習課 45-2174
　指導室 45-2184
　社会福祉課 45-1691

45-6527
　介護福祉課 45-1744　地域包括支援センター
　児童福祉課 45-1679
　生活環境課 45-5339
　都市計画課 45-1963 45-2804　建設課 45-2094
　議会事務局 45-6528
上下水道事務所 48-1842 48-6087
保健センター 48-6000 48-6319
保健センター（諸証明収納担当） 48-1133 20-6201
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館（9月30日まで全館休館）
郷州公民館（仮予約☎ 48-6724） 48-6711 46-0310
高野公民館（仮予約☎ 45-5419） 45-5411 20-6311
北守谷公民館（仮予約☎ 48-2606） 47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター（ログハウス） 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3320
テニスコート受付 45-0271
学校給食センター 48-0253 48-5388
市民交流プラザ（キ・ターレ）45-2278 45-4062
南守谷児童センター（ミ・ナーデ） 21-1224 21-1277
家庭児童相談室 45-2314 45-2920
地域子育て支援センター・夢っ子 45-2462 48-8804
土塔中央保育所 48-1876 48-8799
北園保育所 48-4897 48-8794
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2705
障害者福祉センターひこうせん 45-9801 45-9802
こども療育教室 47-0220
いきいきプラザ・げんき館 45-2940 48-5554社会福祉協議会 45-0088
（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 46-0110
久保ケ丘交番 48-0110
南守谷交番 45-0110
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119
常総運動公園 48-5675 45-7365
いこいの郷常総 48-3217 48-2503

※直通電話がない課は市役所（代表）番号におかけください

※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8:30～12:00・13:00～17:15）しています

※問合先のGはグループの略表記


